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指導の重点

・理科の授業に対する意欲関心の向上

・基礎知識の習得

・科学的思考能力の育成（レポート実験を行い、実験の考察をさせることによって育成する）

・各種実験技能・表現の体得（パフォーマンステスト、レポート実験、授業プリント）

評価の観点及び規準

月 指導計画 指導内容 自然事象への関心・意欲・ 科学的な思考 観察・実験の技能・表現 自然事象についての知識・理解 評価方法 モジュールの内

態度 容

４ 物質の変化 ○カルメ焼きがなぜふくらむのか ○フラスコの中でどん ○カルメ焼きがふくらむ原 ○炭酸水素ナトリウム ○実験の結果から、炭酸水 実験レポート

を考え、その原因が 炭酸水素 な反応が起きたのか 因が炭酸水素ナトリウムで を熱したときの変化を 素ナトリウムを熱すると３つ 定期考査

ナトリウムであることを知る を、自分なりに考えて あることに気づく。 調べて結果を記録し、の物質が生じることを指摘で ワーク

○炭酸水素ナトリウムを熱したと 発表しようとする。 ○化学変化と状態変化との 変化について発表で きる。 授業の様子

物質どうしの きの変化を調べ、３つの物質が生 ○カルメ焼きがふくら ちがいを説明できる。 きる。 ○加熱による分解反応につ 小テスト

化学変化 じたことを確認する む理由について、自 ○実験結果から、水に電流 ○電気分解装置を安 いて例をあげて説明できる。テストレポー

５ ○実験１の結果から、分解を理解 分の考えをまとめて発 を流したときに発生する気 全に正しく使うことが ○水素・酸素・銀はもうそれ ト

する 表しようとする。 体は、水素と酸素であるこ できる。 以上分解できない物質であ

○状態変化と化学変化の違いを ○カルメ焼きに熱を加 とを指摘できる。 ○水に電流を流して２ることを説明できる。

理解する えたときの変化を自分 ○ドルトンの原子の考え方 種類の気体が発生す ○すべての物質は原子から

○炭酸水素ナトリウムの分解で発 なりにまとめて発表で を粒子のモデルを用いて説 ることを調べることが できていることを指摘できる。

生した水が、さらに分解できること きる。 明できる。 できる。 ○原子の大きさ・質量・種類

を知る。 ○水がさらに分解でき ○アボガドロの分子の考え ○鉄と硫黄の混合物 などについて説明できる。

○水の電気分解により、２つの気 るかどうかに興味をも 方を粒子のモデルを用いて を熱したときに起こる ○原子を表す記号を理解し、

体が発生することを調べ、その気 ち、進んで調べようと 説明できる。 反応とできた物質の 身のまわりの物質にふくまれ

体が酸素と水素であることを理解 する。 ○どのようにしたら鉄と硫 性質について調べる る原子について例をあげて

する ○水に電流を流すと 黄を結びつけることができ ことができる。 説明できる。

○ドルトンの考えを理解し、原子を どんな変化が起きて るか、自分の考えを発表で ○スチールウールを ○分子をつくる物質と分子を

粒子のモデルとして考える 気体が発生するのか きる。 燃やしたときにできる つくらない物質、単体と化合

○原子を記号で表すことを知る を予想し、自分の考え ○鉄と硫黄の混合物を熱す 物質について調べる 物のちがいを説明できる。

○アボガドロの考えを理解し、分 を発表できる。 るとあとに別の物質ができ ことができる。 ○化学式とはなにかを説明

子を粒子のモデルと して考える ○いろいろな分子の ることを実験結果から指摘 ○化学変化の前後で できる。

○物質を化学式で表すことを知る 模型をみずから進ん できる。 の物質の質量を正しく○おもな原子の記号やおも

○ 単体と化合物の違いを理解す でつくろうとする。 ○化合物について例をあげ 測定し、表にまとめる な単体を表す化学式を正しく

る ○物質が結びついて て説明できる。 ことができる。 かくことができる。

○鉄と硫黄の反応のようすを調 別の物質ができること ○硫化鉄が化合物であり純 ○化学変化の前後の ○おもな化合物を表す化学

べ、物質どうしが結びつくことを知 に興味をもち、話し合 粋な物質であることを原子・温度を正確に測定で 式を正しくかくことができる。

６ る いに進んで参加しよう分子の概念で説明できる。 きる。 ○化学式を見て単体か化合

○実験３の結果から、物質が結び とする。 ○物質が燃えるときにはな ○自分の実験の結果 物かを指摘できる。

ついて他の物質ができることを理 ○物質が燃えるとき にが必要でどんな変化が起 を発表し，ほかの班 ○水素と酸素の化合によっ

解する の変化や燃えたとき こるかを自分なりに考えて の実験の結果を聞き て水ができるように、物質ど

○スチールウールを燃やしたとき にできる物質に興味 指摘できる。 とり，記録できる。 うしが結びつきについて説明

の反応を調べ、燃焼を理解する をもち、進んで調べよ ○金属と酸素の化合ででき ○化学かいろを正し できる。

○金属と酸素との化合を、原子の うとする。 る物質を原子・分子のモデ い手順でつくること ○化合は化学変化の一つで

モデルで考えて、燃焼を理解する ○化学変化と熱との ルで説明できる。 ができる。 あることを説明できる。

○有機物の燃焼について，説明 関係について，興味 ○金属以外の物質と酸素 ○燃焼が激しく熱と光を出し

を聞く。 ・関心をもち，自分 の化合を原子・分子のモデ ながら酸素と化合する反応で

○デンプンの燃焼するときにで の考えを発表する。 ルで説明できる。 あることを指摘できる。

きる物質から，デンプンにはど ○金属が燃焼したときに二 ○有機物が燃焼したときに

のような物質がふくまれている ○化学変化とわたし 酸化炭素ができない理由を 二酸化炭素や水ができるこ

かを考える。 たちのくらしとのつ 説明できる。 とを理解している。

○化学変化をするとき、全体の質 ながりについて，興 ○燃焼してできた物質から ○質量保存の法則について

量がどうなるか原子モデルで考え 味・関心をもち，今 もとの物質の成分を推定で 例をあげて説明できる。

る までの学習をもとに きる。 ○質量保存の法則から、化

○化学変化の前後での質量の変 考えている。 ○デンプンを燃やしたとき 学変化に関係する物質の原

化を調べる にできた物質からデンプン 子の種類と数には変化がな

○質量保存の法則を理解する の成分を指摘できる。 いことを例をあげて説明でき

○化学変化を化学反応式で表す ○溶解や状態変化などで る。

○化学変化を化学反応式で表す は、見え方や体積は変化し ○化学反応式の意味を例を

○金属を熱したとき、反応の前後 ても質量は変化していない あげて説明できる。

での質量を正しく測定する ことを指摘できる。 ○モデルや化学式を使って

○実験の結果から、金属の質量と ○化学変化の前後で全体 鉄と硫黄の化合を化学反応

【２】年 〔 理科 〕科 年間指導計画



- 2 -

結びつく酸素の割合の関係を理 の質量がどう変化するかを 式でかき表すことができる。

解する 自分なりに考え発表でき ○炭素と酸素の化合を化学

○反応に関係する物質の質量の る。 反応式でかき表すことができ

比が一定であることを理解する ○炭素と酸素・銅と酸素が る。

○酸化だけでなく，どのような 化合するときのモデルか ○化学反応式からわかるこ

化学変化の場合でも，熱が出る ら、反応の前後での原子の とを指摘できる。

かどうか話し合う。 種類と数はどうなるか、論 ○中和反応で塩と水ができ

７ ○化学変化をする前と後の温度 理的に考え発表できる。 ることを指摘できる。

変化を調べ，結果をまとめる。 ○物質の出入りがなければ ○２種類の物質から化合物

○メタンやプロパンが家庭用燃 化学変化の前後で物質全 ができるときに、それぞれ一

料に用いられていることや，そ 体の質量は変化しないこと 定の質量の割合で化合する

れらが燃焼するときの化学反応 を推論できる。 ことを、例をあげて説明でき

式について説明を聞く。 ○化学反応式で右辺と左 る。

身のまわりの材料や道具などの 辺の原子の数を合わせる ○反応する物質の質量比が

物質だけでなく，生活に使われ 理由を説明でき、銅と酸素 一定であることから、物質を

るエネルギーや生きるためのエ の化合の化学反応式を原 つくっている原子どうしは、決

ネルギーも化学変化を利用して 子の数を合わせてかくこと まった割合で結びつくことを

得ていることについて，説明を ができる。 説明できる。

聞く。 ○水素と酸素との化合の化 ○マグネシウムと酸素との化

学反応式をかくときに右辺 合や銅と酸素の化合をモデ

と左辺の原子の数を合わ ルで考察できる。

せることができる。 ○発熱する反応と吸熱す

○金属と酸素が化合したと る反応について例をあげ

きの質量増加を予想し、自 て，説明することができ

分の考えを発表できる。 る。

○金属と酸素を化合させる ○有機物の燃焼では，二

とき、化合する酸素の質量 酸化炭素と水ができ，熱

の増加について自分の考 が発生することを，例を

えを発表できる。 あげて説明できる。

○金属を熱して反応の前後 ○身のまわりで化学変化

の質量を正しく測定し、結 を利用しているものにつ

果をグラフに表すことができ いて例をあげて，わたし

る。 たちのくらしに化学変化

○実験の結果から、ある質 はなくてはならないもの

量の金属と化合する酸素の であることを理解してい

質量には限度があることを る。

説明できる。

○実験結果から、金属の質

量と化合した酸素の質量と

の関係をグラフで表し、そこ

から規則性を見いだすこと

ができる。

○家庭用のガスにはメタ

ンやプロパンが用いられ

ていることを指摘でき，

その燃焼の化学反応式を

書くことができる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １０分×５ モジュール モジュール

物質の変化 ワークシート 物質の変

物質どうしの化学変化 を活用 化①

物質の変

化②

物質どうし

の化学変

化①

物質どうし

の化学変

化②

物質どうし

の化学変

化③
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【２】年 〔 理科 〕科 年間指導計画
８ 自由研究 ○自然科学全般に興 ○発見した課題から、どの ○自由研究の課題を

味・関心を持ち、自由 ような実験・研究を行えば 見つけることができる

研究を実践しようとす 解決するかを見いだすこ ○自由研究を写真や

る とができる 図・表などを用いてわ

○自分が行った自由研究 かりやすく表現するこ

に対し考察することができ とができる

る

９ 動物の行動と ○動物と植物との違いを理解する ○動物の生活やその ○動物を観察・探究すると ○身近な動物のから ○植物と動物の細胞の共通 実験レポート

からだ ○身近な動物について考えてみ 環境、からだのつくり きの視点やその方法を発 だのつくりや行動につ 点と相違点について説明で

る などについて調べよう 表できる。 いて観察し、記録でき きる。 定期考査

１ ○動物を観察し、からだのつくり とする。 ○動物の種類やその生活 る。 ○細胞はどれも共通した基

０ や行動を知る ○観察記録と資料に 環境によって、それぞれ特 ○観察記録をもとに、本的なつくりがあることを説 ワーク

○いろいろな動物のからだのつくもとづいて、動物の生 徴的なからだのつくりと行 さまざまな手段で詳し 明できる。

りの違いや行動を考える 活について自分の意 動様式をもっていることが く調べてレポートにま ○刺激に対する動物の反応 授業の様子

○生物のからだは細胞でできで 見を発表できる。 推定できる。 とめることができる。 について調べ、結果をまとめ

生物と細胞 いることを知る ○動物と植物はつくり ○植物細胞と動物細胞の ○植物細胞と動物細 ることができる。 テストレポー

生物のからだ ○植物細胞と動物細胞を観察 はまったくちがって見 共通点と相違点についてあ 胞を観察するための ○いろいろな刺激を適切な ト

をつくる細胞と し、その共通点と相違点を見つ えても、どちらも細胞 げることができる。 適切なプレパラートを 感覚器官が受け入れるしく

はどのようなも ける からできていることに ○細胞壁や葉緑体などの 作成し、細胞を観察す みになっていることを説明で

のか ○細胞のつくりを理解する 興味・関心 植物細胞に特徴的な構造 ることができる きる。

細胞のつくり ○動物と植物の生活の違いと、 をもつ。 を、植物の生命活動と関連 ○魚が外的刺激によ ○すべての感覚器官は神経

細胞の特徴を関連づけて理解す ○動物の受けとる刺 づけて考察できる。 って一定の行動をと につながっていることを説明

る 激の種類について積 ○身近な動物を例に、動物 ることを実験によって できる。

○多細胞生物と単細胞生物との 極的に発表しようとす の刺激の受容と行動との 確かめることができ ○ヒトの神経系が、脳や脊

違いを理解する る。 関連について推察できる。 る。 髄・感覚神経・運動神経から

○刺激に対してどのような行動を ○刺激を受けてから ○刺激とそれに対する行 ○刺激を感覚器官が なることを説明できる。

とるか知る 反応するまでのしくみ 動について、他の動物の感 受けとって反応が起 ○意識して起こす行動の神

○いろいろな動物の感覚器官を について調べようとす 覚器官を例に考察できる。 こるまでの経路につ 経伝達の経路について説明

考える る。 ○草食動物と肉食動物の いて、実験で確かめ できる。

○感覚器官と神経の関係を理解 ○動物が生きるため 目や耳のつき方のちがい ることができる。 ○無意識に起こる反応の神

する には食物を外界から をその動物の生活のしか ○ひとみの大きさは 経伝達の経路について説明

○草食動物と肉食動物の感覚器 とり入れなければなら たと結びつけて説明でき 自分で意識してかえ できる。

官の違いについて考える ないことを確認し、そ る。 られないことを確かめ ○背骨や関節などのからだ

○刺激と反応を知り、神経系の仕 れらが体内にとり込 ○骨格や筋肉のつくりとは ることができる。 の各部分の特徴を骨格のつ

組みを理解する まれるしくみについて たらきについて考察でき ○だ液によってデンプ くりと関連づけて説明でき

○刺激を受けてから反応するまで 調べようとする。 る。 ンが糖に分解される る。

動物のからだ の経路を確認する ○消化酵素のはたら ○自分の手足の動きを骨 ことを、実験により調 ○腕が曲がるしくみについて

のはたらき ○骨格と筋肉のしくみを理解しそ きについて興味をもち 格と筋肉の関係に結びつ べることができる。 説明できる。

の関連性も理解する 調べようとする。○小 けて説明することができ ○メダカの尾びれな ○胃・腸・心臓の筋肉の特

○胃・腸・心臓の筋肉の特徴を知 腸で吸収された養分 る。 どを材料に、毛細血 徴について説明できる。

る のゆくえとその経路に ○肉食動物・草食動物・ヒト管やその中を流れる ○ヒトの消化系のつくりと消

○消化系のしくみを理解する ついて調べようとす の歯と消化管のちがいをそ 血球のようすを観察 化のしくみについて説明でき

○だ液の消化によりデンプンが糖 る。 の食生活と関連づけて考 できる。 る。

に分解されたことを理解する ○体内で発生した不 察できる。 ○体のつくりや子のう ○消化液と消化酵素のはた

○消化酵素のはたらきを理解する 要物のゆくえについ ○デンプンが糖に変化する まれ方・呼吸の仕方・きについての説明できる。

○消化のしくみをまとめる て興味・関心をもつ。 こと、酵素の働きと関連づ 体温の変化など、分 ○消化酵素のはたらきによ

○養分のゆくえと呼吸について理 ○動物が背骨の有無 けて推定できる。 類の観点を考え発表 り食物に含まれている成分

解する によって大別できるこ ○柔毛が無数にある理由 できる。 が分解され、小腸の柔毛か

○血液・血管・心臓について関連 とに気づき動物の分 を効率的な養分の吸収と ○身近な無セキツイ ら吸収されることを説明でき

づけながら、それぞれのはたらき 類について調べようと 関連づけて説明できる。 動物（昆虫類や甲殻 る。

を理解する する。 ○動物による呼吸器官の 類）でからだのつくり ○血液によって細胞に運ば

○血液の流れを見る ○広く動物界に興味 ちがいをそれぞれの動物 や動き方を観察して れた養分と酸素からエネル

○アンモニアが排出されるしくみ をもち、未知の動物に の生活環境と関連づけて スケッチすることがで ギーがとり出され、二酸化炭

を理解する ついても調べようとす 説明できる。 きる。 素と水ができることを説明で

○腎臓のはたらきを理解する る。 ○血液循環について，肺や ○身近な節足動物を きる。

○身近な動物で、背骨があるかな ○自然界にはさまざ 小腸などの各器官のはた 観察したり，カニなど ○肺胞でのガス交換につい

いか考える まな動物が生活して らきと関連づけて考察でき を解剖したりして，ス て説明できる。

○いろいろな特徴で、動物が分類 自然が成り立ってい る。 ケッチできる。 ○体内の細胞と体外との物

できることを知る ることに気づき、動物 ○動物実験について実験 ○手順に従い，イカな 質交換は、血液を通して行

○動物の特徴を考えながら、動物 愛護の視点から、 の必要性と動物愛護の観 どの解剖ができる。 われていることを説明でき

の分類をまとめる 動物界を概観できる。点から考察できる。 る。

○昆虫が無セキツイ動物のなか ○無セキツイ動物の ○血液循環のなかで、腎 ○養分や酸素は血液によっ

まであることを確認する。 体のつくりや動き方を 臓が重要な役割を果たして てからだの各部まで運ばれ

○昆虫類や甲殻類には，からだと 積極的に観察しようと いることを、他の器官と関 ることを説明できる。

あしに節があり，節足動物のなか している。 連付けて総合的に説明で ○血管からしみ出た血しょう

まであることの説明を聞く。 ○節足動物のからだ きる。 が組織液となり細胞との間



- 4 -

【２】年 〔 理科 〕科 年間指導計画
○無セキツイ動物のからだの内 のつくりについて積極 ○動物の特徴をとらえ、な で物質交換をしていることが

部のつくりについて調べる。 的に調べようとしてい かま分けすることができ 説明できる。

動物のなかま ○セキツイ動物は，水中生活から る。 る。 ○心臓を中心とする循環系

陸上生活へ進化していったことの ○軟体動物のからだ ○観察より，昆虫類や甲殻 によって、全身の細胞に必

説明を聞く。 のつくりについて積極 類には，からだとあしに節 要な物質が供給され不必要

○セキツイ動物が水中生活から 的に調べようとしてい があることを指摘できる。 な物質を運び去ることができ

陸上生活をするグループへ進化し る。 ○観察より，節足動物とち ることを説明できる。

ていったことを，からだのつくりの ○図鑑やインターネッ がい，軟体動物のからだと ○血管とそこにながれる血

変化があったかをまとめる。 トを使って積極的に あしには節がないことが指 液について説明できる。

○始祖鳥は，ハチュウ類と鳥類の 調べようとしている。 摘でき ○肝臓のはたらきを血液循

異なるグループの特徴を合わせも 始祖鳥の化石を見 る。 環と関連づけて説明できる。

つ動物であることの説明を聞く。 て，その特徴を見つ ○セキツイ動物が水中生 ○細胞の活動にともなって

けようとする。 活から陸上生活へ進化し できた有害なアンモニアが

たことを，体のしくみの変化 排出される一連のしくみを説

から推測することができる。 明できる。

○イモリやカエルについ ○動物の子のうまれ方につ

て，からだのつくりがどのよ いて説明できる。

うに変化したかを，図鑑や ○セキツイ動物の５つのな

インターネットを使って調 かまのそれぞれの特徴を説

べ，調べたことをわかりや 明できる。

すく説明することができる。 ○セキツイ動物の特徴を整

○始祖鳥の存在が，進化 理して５つのなかまに分ける

が実際に起きたということ ことができる。

を示す存在であること推論 ○恒温動物と変温動物につ

することができる。 いて、動物のからだのつくり

○ホニュウ類の前あしの例 や生活環境と関連づけて説

より，生息する環境にあう 明できる。

特徴をもつように進化して ○観察の結果より，節足動

いったことを推論すること 物が背骨のない動物のなか

ができる。 まであり，昆虫類や甲殻類

○異なるなかまの特徴をあ には，からだとあしに節があ

わせもつ動物について，図 ることが説明できる。

鑑やインターネットを使って ○観察の結果より，軟体動

調べ，調べたことをわかり 物が背骨のない動物のなか

やすく説明することができ まであり，節足動物とちが

る。 い，からだとあしに節がない

ことを説明できる。

○進化の意味について理解

することができる。現存の生

物や過去の生物の化石を比

較して，生物は，水中生活を

するものから陸上生活をす

るものへと進化したことを理

解することができる。

○陸上生活をするために体

のつくりの変化について説

明することができる。

○始祖鳥がハチュウ類と鳥

類の特徴をもつ生物である

ことを説明できる。

○相同器官について説明す

ることができる。

○進化の証 拠として，例をあ

げて説明することができる。

シーラカンスやハイギョにつ

いての特徴を簡単に説明す

ることができる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １年の復習 モジュール モジュール

１０分×２回 ワークシート 植物の世界

植物の世界 を活用 光の世界

光の世界 音の世界

音の世界

動物の行動

１０分×５回 とからだ
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動物の行動とからだ 動物のから

動物のからだのはたらき だのはたら

動物の仲間 き

生物の変遷と進化 動物の仲間

細胞の世界 生物の変遷

と進化

細胞の世界

１ 電流の流れ ○身のまわりの電気を考える ○私たちの生活の中 ○さまざまな回路のつくり方 ○静電気についての ○静電気をおびた物体どうし 実験レポート

１ ○静電気を体験をもとにして考え での電気の役割につ について考察し、実際につ 実験を行い、静電気 にはたらく力を説明できる。

る いて、進んで話し合お くることができる。 について確かめること ○静電気をおびた物体どうし パフォーマン

○電気を帯びた物体同士にはた うとする。 ○直列・並列につないだ豆 ができる。 にはたらく力について説明で ステスト

１ らく力を理解する ○身のまわりをふり返 電球を１個はずしたときの ○電気用図記号や回 きる。

２ ○放電と電流の流れを理解する って、電気に関係する 電流の道筋について説明 路図を正しくかくこと ○放電について説明できる。 定期考査

○静電気による電流と、回路を流 ことにどんなことがあ できる。 ができる。 ○静電気と放電、電流の流

れる電流の違いを理解する るか、自分の意見を ○直列回路・並列回路の各 ○電源装置のはたら れについて説明できる。 ワーク

○直列回路と並列回路を理解す 発表しようとする。 点を流れる電流の強さにつ きを理解し、正しく使 ○静電気による電流と回路

る ○静電気についての いて、予想できる。 用することができる。 の電流ののちがいが説明で 授業の様子

○電気用図記号を知る 経験から、その力につ ○直列回路・並列回路の各 ○電流計を正しく接続 きる。 ○

○電源装置の使い方を習得する いて自分の意見を発 点を流れる電流の強さを し、回路の各点の電 回路が閉じているときに電流 テストレポー

○電流の強さや単位を理解する 表しようとする。 調べる実験を正確に行い、流を測定することがで が流れることや電流の流れ ト

○電流計の使い方を習得する ○乾電池や導線を使 結果をまとめることができ きる。 る向きについて説明できる。

○直列回路と並列回路を流れる って回路について、進 る。 ○直列回路・並列回 ○直列回路や並列回路につ

電流を調べ、その強さの関係を理 んで調べようとする。 ○電圧計を正しく接続し回 路の各区間に加わる いて説明できる。

解する ○豆電球に流れこむ 路の各区間の電流を測定 電圧について予想で ○電流の強さや電流の単位

○電圧の強さや単位を理解する 電流と流れ出る電流 できる。 きる。 について説明できる。

○電圧計の使い方を習得する の強さを積極的に調 ○電圧と電流との関係に興 ○直列回路・並列回 ○電流が保存されることを説

○直列回路と並列回路に加わる べようとする。 味・関心をもち、進んで調べ 路の各区間に加わる 明できる。

電圧調べ、その強さの関係を理解 ○いろいろな種類の ようとする。 電圧を調べる実験を ○直列回路・並列回路を流

する 電池があることに興 ○実験結果から、電圧と電 正確に行い、結果をま れる電流について、モデルな

○電圧と電流の強さの関係を調 味をもつ。 流が比例関係にあることを とめられる。 どを使って説明ができる。

べる ○身近な電気器具の 見いだすことができる。 ○電圧と電流との関 ○電圧のはたらきや電圧の

○オームの法則を理解する はたらきに興味・関心 ○電流の流れやすさ、流れ 係を調べる実験を行 単位について説明できる。

○抵抗やその単位を理解する をもつ。 にくさについて興味・関心を い、測定値をグラフに ○直列回路・並列回路に加

○オームの法則を使って抵抗値 ○電熱線の発熱につ もち、進んで話し合うことが することができる。 わる電圧について、モデルな

等を求める いて興味・関心をも できる ○直列回路や並列回 どを使って説明できる。

○直列回路と並列回路でオーム つ。 ○直列回路、並列回路の 路では、各抵抗の値 ○オームの法則について説

の法則の数式を使って抵抗値を ○身のまわりの電気 全体の抵抗に興味・関心を と比べて全体の抵抗 明できる。

求める 器具の電力表示を積 もち、進んで話し合おうとす の値がどうなるか、予 ○抵抗や抵抗の単位につい

○身近な電気器具のはたらきを 極的に調べようとす る。 想できる。 て説明できる。

考える る。 ○電熱線の発熱とワ ○オームの法則を数式を使

○電熱線に電流を流すと発熱す ○磁界のようすを調 ○日常生活での経験から、ット数との関係につい って説明できる。

ることを知る べる活動について、興 ワット数と発熱との関係に て調べ、結果をまとめ ○オームの法則を表す数式

○発熱とワット数との関係を調 味・関心をもつ。 ついて予想できる。 ることができる。 を使って、電流・電圧・抵抗の

べ、理解する ○一本の導線のまわりにで ○コイルのまわりの磁 値を求めることができる。

○電力とその単位について理解 きる磁界から、コイルのま 界を調べ、結果をまと ○物質の種類によって抵抗

する わりにできる磁界の強さを めることができる。 の値が異なることを説明でき

○熱量とその単位について理解 説明できる。 ○磁石の磁界の向き る。

電流のはたら する ○磁界の中にあるコイルに と、コイルに流れる電 ○直列回路や並列回路の各

き ○棒磁石の周りの磁界を理解し、 電流を流すと、コイルが動 流の強さと向き、コイ 部分の抵抗の値と全体の抵

磁力線で表す き出すことを予想できる。 ルの動き方について 抗の値との関係について説

○コイルの周りの磁界を調べ、理 ○円形磁石の磁界の中に 調べ、結果をまとめる 明できる。

解する あるパイプに電流を流した ことができる。 ○直列回路全体の抵抗を各

○磁界・電流・コイルの動きの方 とき、パイプがどのように動 ○コイルに磁石を出し 部の抵抗の値から求めたり、

向を調べ、その関係を理解する くか説明できる。 入れするときに電流 並列回路全体の抵抗が各部

○実験６の結果を基に、モーター ○磁界の中でコイルを動か が流れるかどうかを の抵抗の値よりも小さいこと

の原理を理解する したときに電流が流れるか 調べ、出し入れする条 を説明できる。

○磁界の中で電流が流れることを どうか、その調べ方とともに 件ごとに結果をまとめ ○電熱線に表示されている

調べる 自分の考えを発表できる。 ることができる。 ワット数が大きいほど発熱が

○電磁誘導を理解し、発電機の ○電磁誘導の原理から、コ 大きくなることを説明できる。

原理も理解する イル上の棒磁石を動かした ○電力の単位や電力電気器

ときに誘導電流が流れるか 具のはたらき・消費電力の表

どうかを判断することができ 示について説明できる。
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る。

○熱量や熱量の単位ジュー

ルについて説明することがで

きる。

○磁力や磁界・磁界の向き

について説明でき、磁界のよ

うすを磁力線で表すことがで

きる。

○コイルの内部の磁界や磁

界の向きと電流の向きとの

関係について説明できる。

○一本の導線のまわりの磁

界について説明できる。

○磁石の磁界の向き・電流

が流れる向きと強さから、コ

イルにはたらく力の向きや大

きさについて説明できる。

○モーターが回転するしくみ

を説明できる。

○電磁誘導が生じる条件や

誘導電流の向きや強さを変

える条件を、コイル内部の磁

界の変化とを関連づけて説

明できる。○発電機の原理

を説明できる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １年の復習 モジュール モジュール

１０分×２回 ワークシート 身のまわり

身のまわりの物質 を活用 の物質

身のまわりの現象 身のまわり

大地の変化 の現象

大地の変化

１０分×６

静電気 静電気と

電流の流れ 電流①

電流の働き 静電気と

電流②

静電気と

電流③

電流の働

き①

電流の働

き②

電流の働

き③

１ 気象情報と気 ○知っている気象情報を思い出す ○雲画像に興味をも ○雲画像のなかから雲の ○天気図からわかる ○気象観測のねらいと方法 授業プリント

象観測 ○雲の動きを考える ち、雲の動きや変化 動きについて指摘できる。 ことや気づいたことに について説明できる。

○等圧線と天気図記号を知り、天 について進んで調べ ○天気図から気象要素や ついて進んで発表で ○気温と湿度・気圧と天気な 定期考査

気図を読みとる ようとする。 天気の変化のようすを読み きる。 どの気象要素どうしの関連

２ ○天気の変化と気温・湿度の変化 ○降水短時間予報は とることができる。 ○気象観測機器を使 性を説明できる。 ワーク

との関係を理解する 実際の降水量を高い ○記録や資料から１日の気 うことができる。 ○飽和水蒸気・湿度・露点が

○天気・風向・風力・気圧・気温・確率で的中させてい 温や湿度の変化に規則性 ○天気、風向・風力、説明できる。○上昇する空気 授業の様子

湿度を観測しその結果をまとめる ることに関心をよせ、 があることが見いだせる。 気圧、気温・湿度の観 が膨張することを説明でき

○１日の気温・湿度などの変化の 気象情報について調 ○どのような条件で水蒸気 測結果をまとめて表 る。 テストレポー

３ 規則性を理解する べようとする。 が水滴に変わるのか自分 やグラフに表すことが ○空気が上昇して雲・雨・雪 ト

空気中の水の ○水蒸気が水滴になる条件を考 ○気象情報につい の考えをもつ。 できる。 が生成されるしくみを説明で

変化 え、大気中の水蒸気が霧や露に て、知っていることを ○水蒸気が水滴になる条 ○雲のでき方につい きる。

なることを理解する 進んで発表しようとす 件を気温・飽和水蒸気量・て考えたことを進んで ○低気圧の付近に雲ができ

○霧や露をつくってみて、飽和水 る。 湿度の変化と関連づけて推 発表することができ ることを上昇気流と関連づけ

蒸気量・湿度・露点を理解する ○数日分の天気図を 論できる。 る。 て説明できる。

○気温・湿度・露点の関係を理解 集め、天気図の読み ○同じ気温でも湿度の高い ○雲のでき方を調べ ○寒冷前線・温暖前線がど

する とりを行う準備ができ 空気のほうが露点が高く、る実験を行い、結果を のようなものか説明できる。

○雲ができる高さを知る る。 水滴ができやすいことを見 まとめることができる。○移動しながら発達する低

○空気が上昇すると膨張すること ○大気中の水蒸気に いだせる。 ○天気の予測を分か 気圧と前線のできかたにつ
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を理解する 関心をもち、その原因 ○ペットボトルの中のくもり りやすく発表できる。 いて説明できる。

○気圧が下がると、空気が膨張し について考え進んで が消える理由を説明でき ○当日の天気変化を ○前線付近では上昇気流が

気温が下がり凝結することを理解 調べようとする。 る。 記録できる。 生じて雲が発生し、雨や雪が

する ○雲のでき方に興味 ○水蒸気が凝結する理由 ○予測した天気と実 降ることが多いことを説明で

○雲・雨・雪ができるしくみを理解 をもち、資料をもとに を気圧・気温・湿度の変化と 際の天気の比較整理 きる。

する 雲のでき方を考えよう結びつけて考えることがで ができる。 ○寒冷前線・温暖前線の構

○低気圧付近に雲ができやすい とする。 きる。 造をふまえて、前線通過と天

ことを理解する ○数日間の天気図を ○資料から山頂付近の気 気の変化の関係を説明でき

前線と天気の ○気団とは何かを理解し、前線・切りぬいて準備してい 流と雲の生成・消失の関係 る。

変化 前線面のつくりを知り、寒冷前線・ る。 を推論できる。

温暖前線を理解する ○前線面や前線ができる理 ○地域の天気の特徴を整理

○温帯低気圧に寒冷前線と温暖 ○進んで天気図の実 由について気団と関係づけ することができる。

前線ができることを理解し、前線 習にとり組むことがで て説明できる。

付近で雲が発生しやすいことを理 きる。 ○移動する低気圧と前線が

解する 次第に発達することを見い

○前線の構造を理解し、前線の だすことができる。

種類と前線通過時の天気の変化 ○気象資料を見て、寒冷前

の関係を理解する 線が通過したときの気温・

○天気図を読みとり、天気の変化 湿度・風向の大きな変化を

を予測する 指摘し、その原因を推測す

○実習１の天気の予想と、実際の ることができる。

天気を比べて、その違いが生じた ○雲の形から天気の変化

原因を考える を予測できることを理解し、

前線付近の天気の変化に

照らして考察できる。

○地域の天気の特徴が現

れる原因について考えるこ

とができる。

◎朝学習 ◎朝学習モジュール ◎朝学習 ◎朝学習

モジュール １０分×４ モジュール

モジュール 気象を見

気象情報と気象観測 ワークシート る目

空気中の水の変化 を活用 空気中の

前線と天気の変化 水蒸気の

変化

前線

天気の変

化


